
本日のプログラム
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2016年 4月14日(木) 12:30～
本 日 の プ ロ グ ラ ム

2016年 4月21日(木) 18:00～
次 回 の プ ロ グ ラ ム
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第２７７３回例会記録
司会：佐久間 英昭 SAA

遠軽ロータリークラブ通常例会
日時：2016年 4月 7日(木)12:30～
場所：ホテルサンシャイン ２Ｆ

開 会 点 鐘：木村 一則 君
国 歌：君が代
Ｒ ソ ン グ：奉仕の理想
四つのテスト：竹内 徳治 君
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2015～2016
Weekly Report№

木村一則会長スローガン：あなただけのロータリー・モーメントを！

世界へのプレゼントになろう
2015 -16 ＲＩテーマ

入会式
2015～16年度遠軽ロータリークラブ会長木村一

則君より今期三人目の新入会者へ「ロータリーの
心得」とバッジが進呈されました。(写真①－②)
◇浅井 彰 君②
推薦者：海野 功 君
昭和34(1959)年10月22日、千歳市生
勤務先・役職：北海道電力(株) 遠軽営業所長
結婚記念日： 2月 2日 奥様名：聖子 様

◆略歴／職歴
新潟大学工学部電気工学科卒
昭和57年 北海道電力(株)入社、小樽支社配電課
Ｈ17年 お客様本部 配電部 配電高度化
Ｈ19年 お客様本部 配電部 業務企画
Ｈ21年 お客様本部 帯広支店 大樹営業所長
Ｈ24年
Ｈ27年 お客様本部 北見支店 遠軽営業所長

◆趣味：旅行、自転車、アマチュア無線、音楽鑑賞
◆挨拶：只今、会長から言われました「四つのテ

スト」を肝に銘じ、地域のために仕事をし、ロ
ータリーの趣旨に則って活動していきたいと思
いますので、宜しくお願いします。

◇本日のビジター／ご挨拶
次年度ガバナー補佐 飯田 弘明 君(紋別RC)③

会長報告 木村 一則 君①
本日は、紋別ＲＣの飯田次年度ガバナー補佐が

お見えになっております。この後ご挨拶をいただ
きますが、すでに次年度体制の準備が進んでいる
ことと思いますが、当クラブでも早目に対応して
いければと思いますので、宜しくお願い致します。

さて、4月となり世間一般では新年度を迎えた
ところが多いと思いますが、心機一転で新たなこ
とがスタートしたり、今まで以上の飛躍を誓う節
目なのだと思います。この後、浅井会員の入会式
もありますが、当クラブも新メンバーを迎えさら
に飛躍する所存です。

今月は野球観戦や地区協議会等、通常例会以外
の行事も予定されています。親睦委員会と次年度
幹事には特にご足労をかけますが、よろしくお願
いします。

幹事報告 成田 弘明 君
1．理事会報告： 1) 4月のプログラム

7日 会員卓話 木村会長
14日 ゲスト卓話 真言寺 黒田住職
21日 夜間例会 ／28日 地区協議会報告

2) 東ヶ崎潔ダイアログハウス募金は見合せる
3) 会員の退職等による年会費の軽減について、
他クラブの事例などを慎重に調べて対応

２．｢ロータリーの友｣4月号＝｢卓話の泉｣欄に高
橋義詔君の卓話｢エンディングノート｣が掲載

３．米山梅吉記念館より春季例祭の案内

４．地区よりインターアクト地区大会の案内
5月20日、21日、国立大雪青少年の家で開催

５．4月のロータリーレート116円
【名前等後の○数字は写真とその中の番号】

ゲ ス ト 卓 話
真言寺 住職 黒田 大真様

夜 間 例 会
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ 会長：木村一則 副会長：渡辺 勉 会長エレクト：黒坂貴行
幹事：成田弘明 会計：島田光隆 ＳＡＡ：佐久間英昭 直前会長：上田 稔
◇創立：1959年9月12日／認証1959年11月7日 ＵＲＬ：www.engaru-rc.com

2015-16年度 国際ロータリー
会長：Ｋ．Ｒ．ラビンドラン
第2500地区ガバナー
東堂 明(旭川北ＲＣ)

第4分区ガバナー補佐
橋詰啓史(雄武ＲＣ)

3月31日 37 33 28 1 87.9%
4月 7日 38 34 29 85.3%

出席委員
北野 義樹 君

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告 編集・発行：メディア委員会
委員長：伊藤太一 副委員長：東海林勉
委 員：石井定男 黒坂貴行 須藤順一

渡辺 勉 乾 禧實

委員会報告
◇親睦活動副委員長 島田 光隆 君
・今月の結婚記念日おめでとうございます。
高橋義詔君④ 佐久間英昭君⑤

・今月の誕生日おめでとうございます。
照井勝巳君 上田 稔君⑥ 高井一博君⑦

本日のプログラム 会員卓話
「私のロータリーモーメント」（第1章）

木村 一則 君①
【私のロータリー歴】

・入会年 2009年9月1日入会（中川満之会長）
・2年目 新世代奉仕委員長
・3年目 親睦活動委員長
・4年目 ＳＡＡ ／・5年目 幹 事
・6年目 会長エレクト ／・7年目 会 長

今年度の重点目標の1つに会員の一人一人が自分
のロータリーモーメントを持つことを掲げました。
これは、自分とロータリーを振返ることで、よりロ
ータリーに愛着が生まれたり理解が深まるのではな
いかと思い、目標の一つとしました。

タイトルに（第1章）と謳いましたが、ロータリ
ー活動は今後も続いていきますので、これが最終形
ではなくどんどん進化・発展させていかなければな
らないという思いを込めた表現です。私も含めまし
て、入会して数年という会員の方は、特に自分の場
合はどうだろうと考える機会を持っていただければ
と思います。

最初にロータリーの誘いを受けたのは2005年だ
ったと思います。吉川会員に声をかけていただいた
のですが、遠軽に来て1年でまだまだ何もわからな
い状態でしたので、「会議所青年部が終わったら考
えます」とお断りしたのを覚えています。その後も
何度か声をかけて頂いたが、その都度断っていまし
た。
そして先月、晴れて会議所青年部を卒業しました

ので、これでやっとロータリーに入会かと思いき
や、なぜかここに立っています。まして今年度は会
長までやらせていただいています。
なんでこんな前倒しのロータリー人生になったの

か考えましたら、会社の移転が原因でした。
2006年11月に今の場所に移転したのですが、斜

め向いでお店を構えて待ってくれていたのが渡辺会
員でした。近所のよしみで何度か訪問していただ
き、そうとは知らずに「なんも昼飯だけ食べに来れ
ばいいんだ」というロータリーの常套手段にまんま
と引っかかってしまいました。

そして2009年9月に入会、昼食を食べに行く意識
でしたので、今日は忙しいから休みと、何度か直前
の連絡での無断欠席になりました。ある例会で出席
委員長から「今日は残念ながら無断欠席が1名あり
ました」との出席報告があり、ニコニコボックスに
お金を入れればいいんじゃないんだとわかり、衝撃

ニコニコ
ＢＯＸ 親睦活動副委員長 島田 光隆 君

高橋義詔君 結婚記念日 5,000円
佐久間英昭君 結婚記念日 5,000円
上田 稔君 誕生日 5,000円
高井一博君 誕生日／娘が4月より札幌で

新社会人になりました 8,000円
合計 23,000円

2015-16年度 合計472,500円
☆閉 会 点 鐘 ：木村 一則 君
☆今月会報担当：渡辺 勉 君

2015-16_38th-02

を受けました。その時、ロータリーの最大の義務は
例会の出席ということを改めて知りました。

2年目はいきなり新世代奉仕委員長を受けること
となりました。インターアクトの地区大会などでは
他クラブのロータリアンを紹介してもらったり、個
人的には、ロータリーを知る大きなきっかけが出来
た年になりました。

3年目は遠軽ロータリークラブの真の登竜門、親
睦活動委員長を仰せつかりました。1年を通して活
動がありますし、様々な行事の運営・進行、二次会
などを通じて、会員一人一人の人となりを知る大き
な機会となりました。「遠軽ＲＣは一に親睦、二に
親睦、三四が無くて五に親睦」とは聞いていました
が、飲みゅニケーションの大切さを改めて知らされ
る一年でした。

このころになるとだいぶロータリーには慣れてき
たと思いますが、4年目のＳＡＡでは例会でイレギ
ュラーが起きた時の仕切りの大変さと、誰とも話せ
ない孤独感を体験し、5年目の幹事の時、本当の意
味でロータリークラブの年間の活動を把握した気が
します。この年には、会議所青年部で一緒に活動し
た数名が地区の同期の幹事だったりして、地区の会
議や大会に行くのも楽しみが増えました。

そして今年度は会長をやらせていただいています
が、改めて思うことは、幹事はもとより各委員会の
委員長をはじめ、みんなに支えられているクラブだ
なということ。会の運営は周りの支えでどんどん進
んで消化されていました。本当に感謝の一言だなあ
と思います。

最後に、そんな私のロータリーモーメントを考え
てみますと、縁がある町遠軽に何の縁もなかった私
が、同年代の青年団体の活動で縁が生まれて、更に
ロータリーいう年代を超えた団体活動の中で、仲間
として対等に接してくれるそうそうたる会員の方々
がいて、活動の幅、商売の幅、たぶん人間の幅も大
きく拡げてくれたのがロータリーだと思っていま
す。

ただ、まだ望み半ばなことは、年下の後輩をつく
ることですので、このような話を積極的に後輩たち
にしていき、入会者を募っていけるよう、モーメン
トも磨いていきたいと思います。
。


